


























って関われるのか｡とりわけ､サービスの労働を提供する人たちの自立度が'介護保険を良くできるかどうかの試金石だといえます｡

介護保険を構想した厚生省の幹部が｢分権的社会の到来は必然｣だということと､｢市民の覚醒度の決

定的ちがい｣ということをいっている論文を読んだのですが'市民の覚醒'自立した市民の形成という点が介護保険の基礎にあるLt市民自身がどれだけ主体的に関わるかが'この制度をよりよくできるかどうかを決めるんだ'ということを改めて思いました｡

私は一九九五年の年末からずっと言い続けているのですが二九九五年が市民の覚醒度を変える転換点

になったと思うのです｡阪神･淡路大震災が起こり'国や自治体が右往左往している間に,全国の人たちが現地にかけつけ'支援物資を送り続けた｡オウム事件でも国家は手を打たず'坂本弁護十二家の惨殺に対して'市民葬に三万人もの人が列をなした｡沖縄では'少女が米兵から暴行を受け､これを勇気をもって訴えたことをきっかけに､九万人もの大集会へとつながっていった｡自分に何ができるかはわからないけれど'ともかく行動せずにはいられないと､多くの市民が自発的に動いたのです｡
ヘルパー養成講座も'参加者の覚醒度'自立度の高さがちがいます｡介護の世界で働こうという人たち

に'｢雇われるのではなく'自立性がもてて､自分が満足できる労働を生み出そう｣｢ワーカーズコープ方式でやろう｣と呼びかけると'圧倒的な人たちがさまざまなかたちだけれども応えてくれる｡
ところが'この市民の自立度を高めることを妨げているものがあります｡市民が市民自身として事業を

やる法律の不備です｡NPO法は責任をもって事業をやる仕組みを作っていません｡一日も早く労働者協
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永戸　自分たちがかかげた目標に向かって'けれんみなく'思いっきりやらないと成長しないLt誤り

にも気づかない｡思いっきりやる集団は必然的に人間関係が濃密になる｡それがために失敗することもあるけれども､人間関係が希薄であるよりは'改めて人間関係を構築しなおすときでも'いい結果になってくるのではないかと思います｡けれんみなく､思いっきりやり'濃密になった人間関係のなかから､新しいものを求めてさらにはばたいていく'という関係にならないと人間的成長もないのではないかと思います｡

これから介護保険制度で地域と人間の生活'暮らしに関わって事業が展開されてくると'｢濃密｣とい
うような言葉ではすまない人間どうしの関係が生まれ'これまでには考えられなかったような'人間を生かすルールが作られないと､事業も人間関係も成立しない'という時期になっていくでしょう｡

私は､人と飲んだりしているときも'ス-レ1-な人かどうかを評価の基準にしているんです｡くせ玉

ふうの人はあまり好きではないですね｡

協同組合には｢加入･脱退の自由｣という原則がありますが'私は､強権的に人を排除することはやっ

てこなかったつもりです｡出した方針に反対意見があっても'｢では､自分は何をやりたいのか｣をはっきりさせるように求めつつ､自分で実際をつくる'典型をつくることでわかってもらおうとやってきたと思っています｡

多田富雄氏の　｢生命の意味論｣　｢免疫の意味論｣などにも刺激されて'人間の体･生命のありようとそ

の本質にそった事業･運動のあり方を探究しないといけないと思っています｡個の自立と全体を支える深
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